
 

 

 

 

 
 

 

 
 

世界エイズデー（World AIDS Day：12 月 1

日）は、世界レベルでのエイズのまん延防止と患

者・感染者に対する差別・偏見の解消を目的に、

WHO（世界保健機関）が 1988 年に制定したも

ので、毎年 12 月 1日を中心に、世界各国でエイ

ズに関する啓発活動が行われています。 
 

令和 4年度「世界エイズデー」キャンペーンテーマ 

.

テーマの趣旨 
 新型コロナウイルス感染症の流行とその対策が長期化する中で、ＨＩＶ/エイズ対策もその影響を大きく受けて

きました。ただし、その影響は負の側面だけではなく、地道な感染症対策の重要性を再認識させることにもなり

ました。治療の進歩でＨＩＶ陽性者の生活は大きく変わり、ＨＩＶ感染の予防にもその進歩に支えられた様々な

選択肢が用意されるようになりました。しかし、現状はそうした変化が正確な情報として十分に伝わっていると

は言えず、有効な治療法がなく死に至る病であった時代の認識にとどまっている場合が少なくありません。その

ことがＨＩＶ感染を心配する人たちを検査や治療から遠ざけ、また、差別や偏見を招く要因の一つになっている

とも言われています。 

 そこで、今年度の「世界エイズデー」キャンペーンテーマは、ＨＩＶ陽性者の方も陽性でない方もともにこの

社会で暮らしていることを伝えるテーマとしました。新型コロナウイルス感染症の影響により、孤立・孤独が他

人事ではなくなってき

たいま、ひとりでも多

くの人がＨＩＶ/エイ

ズのことを自分事とし

て捉え、ＨＩＶ/エイズ

に関する検査や治療、

支援などの知識を身に

つける契機とし、正し

い知識の普及を通じ

て、ＨＩＶ検査の受検

促進や差別・偏見の解

消につなげていきたい

と考えています。 

 

レッドリボン 
 “レッドリボン（赤いリボン）”は、世界エイズデーキャンペーンをはじめ、ＨＩＶ/エイズに関す

る運動の世界的なシンボルです。 

この“レッドリボン”がエイズのために使われ始めたのは、アメリカでエイズが社会的な問題と

なってきた 1980 年代の終わりごろでした。この頃、演劇や音楽などで活動するニューヨークのア

ーティスト達にもエイズが広がり、エイズに倒れて死亡するアーティスト達が増えていきました。

そうした仲間達に対する追悼の気持ちとエイズに苦しむ人々への理解と支援の意思を示すため、“赤

いリボン”をシンボルにした運動が始まりました。この運動は、その考えに共感した人々によって

国境を越えた世界的な運動として発展し、UNAIDS（国連合同エイズ計画）のシンボルマークにも

採用されています。レッドリボンは、あなたがエイズに関して偏見をもっていない、エイズとともに生きる人々

を差別しないというメッセージです。このレッドリボンの意味を知り、エイズについてみんなで考えましょう。 

 令和４年１１月３０日 
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「エイズを正しく理解しよう」（財）日本学校保健会パンフレットより 


